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あとがき
一九四○年秋から私は武蔵野で寺子屋式の聖書講筵を始めたが、この秋で満三十五周年となる。疎密各様ではあったが、聖書全巻を講じ終って第二周に入っている。講筵のうち特に福音書の啓示と現実の劇的構造に着目しているうちに、本書の如き構成がおのづから展開してきたのである。
録音テープも山積しているし、既に筆にしたものも散在しているので、そろそろまとめたいと思っていた。時あたかもこの東京キリスト召団（武蔵野幕屋）の講筵に長年列なっているガリラヤ会の片井義二、野中武、大槻太助、高森寛の諸氏、及び京都キリスト召団の奥田昌道京大教援が発起人となって、これらの講筵内容その他を世に公開したいという念願をもって、この著作刊行会が形成された。これに和して主としてヨルダン会、サフラン会の青年男女諸君が雑務万端を快く担当してくれている。これらすべての信友の友情に心から感謝するものである。
なお出版の技術的なことについては、たまたま河出書房に勤務している長男の信雄、並びに該社関係の方々の手をわずらわせた。ここに感謝の意を表したい。装幀には専門家の前野洋一氏が欣然としてこれに当られた。同じく心からの謝意を表する。
 一九七五年八月十五日
   終戦記念日　合掌
小池辰雄


再版にあたり
東京及京都の刊行会員の各種各様のはたらきと読者各位の御協力により、はやくも再版のはこびとなった。そう読み易い本でもないのに、このようなことになったのを望外のことと思い、平伏して聖名を讃える。
本来キリストに捧げたこの書がなお道を求めている人々に頒たれんことを祈る。
この書は頁を追って読んでいただいて勿論結構であるが、或は第二部「人間の福音的実存七相」に先づ親しんで、それから第一部「キリストの実存十転」のドラマに没入し、おわりに第三部「無的実存」を読まれるのが宜しいと思う。
 一九七六年五月
著者


三版にあたり
第一巻『無者キリスト』が耳新らしい題目であり、内容であるので、読者に共感を呼んで居ることは著者としてありがたく、キリストへの親しみと信仰上の飛躍をしておられると信じ感謝しているところである。
今年一九八二年に出版となる第三巻『無の神学』は第一巻と連関深き姉妹篇であり、神学的深化であり、拡大であるので是非読んでいただきたい。
 一九八二年五月
著者


四版にあたり
第十巻『聖書は大ドラマである』が出版されて、茲に全十巻が完結したので全巻を揃える必要に迫られた次第である。
著者


小池辰雄略歴
一九○四年二月七日、東京に生まれる。旧制水戸高校・東大時代から無教会の内村鑑三・藤井武・塚本虎二の聖書集会に相前後して列席する。
一九二九年春、東京大学文学部ドイツ文学科卒業。
一九四〇年秋から武蔵野市の自宅で日曜聖書講筵を開く。終戦後、一高・東大教養学部教授。
一九五〇年秋、十字架・聖霊の本格的体験以来、使徒的次元の原始キリスト道を唱道し、その集会を武蔵野幕屋と称した。
一九六一～六二年、西独ハンブルク大学の日本学交換教授。日本キリスト召団を結成。東大定年退職後、獨協大学教授並びに獨協中学・高等学校校長。
一九七九年春、五十年間の教職を退き、以後、福音伝道と著作に献身。
一九八○年三月一日、西ドイツ政府から第一級功労十字章を授かる。獨協大学名誉教授。
一九八○年夏から機関誌『エン・クリスト』を刊行。
一九八八年夏、「小池辰雄著作集」（全十巻）が完成。
一九九六年八月二九日、往生。独立伝道者にして詩人。
著作活動
かつて『旧約知識』誌、『キリスト教常識』誌の同人。『曠野の愛』誌（37号まで）、『曠愛新書』（6号まで）及び『エン・クリスト』誌の主筆。『小池辰雄著作集』（全十巻）。『使徒らの昔を慕ひて』（独和対照詩）。召団讃美歌約百歌。長篇詩『霊界の星々』（神の幕屋人物詩伝。遺稿詩集）。『キリスト告白録』（１山上の大告白、２霊の貧者、３聖意体現、４狭き門、５イエス眠り居給う、６心安かれ、７おさなごにならずば）。訳書『眠られぬ夜のために』（ヒルティ著作集第４巻 白水社）、『神と人間の実存的弁証法』（ベルジャーエフ著作集第６巻 白水社）、スピーリー等の翻訳、学術論文等多数あり。
小池辰雄著作集（全十巻）
第一巻　無者キリスト（一九七五年）
第二巷　芸術のたましい（一九七六年）
第三巻　無の神学（一九八二年）
第四巻　詩篇珠玉集（一九八○年）
第五巻　百世の師ヒルティー（一九七七年）
第六巻　随想集（一九八二年）
第七巻　聖書の人ルター（一九八四年）
第八巻　詩歌集（一九八六年）
第九巻　感想と紀行（一九八七年）
第十巻　聖書は大ドラマである（一九八八年）
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